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経
営
戦
略
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
活
か
す
！

Ｅ
Ｐ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催

　

当
所
で
は
、
外
務
省
と（
一
社
）新
潟
県
商

工
会
議
所
連
合
会
、
E
R
I
N
A
等
と
の

共
催
で
、「
自
由
貿
易
の
意
義
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

役
割
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
、
８
月
29
日

に
開
催
し
ま
し
た
。（
参
加
者
74
名
）

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
各
分
野
の
専
門
家
４
名

が
、
経
済
連
携
政
策
の
展
望
や
F
T
A
／

E
P
A
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
、
実
際
に
利
用
す
る
た
め
の
手
続
等
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
麻
野
氏
か
ら
は
、
E
P
A
利
用

の
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
本
か
ら

輸
出
さ
れ
る
産
品
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
基
づ
く
原

産
資
格
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

と
通
常
の
関
税
率
よ
り
も
低
い
関
税
率

（
E
P
A
税
率
）の
適
用
が
受
け
ら
れ
、
企

業
に
と
っ
て
は
「
価
格
競
争
力
の
強
化
」
に

繋
が
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、相
手
国
の
取
引
先
に
、E
P
A
に
基

づ
き
原
産
資
格
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
す
る
書
類
が「
特
定
原
産
地
証
明
書
」で
あ

り
、日
本
で
は
日
本
商
工
会
議
所
が
発
給
し

て
い
ま
す
。各
講
演
の
演
題
は
次
の
と
お
り
。

①�「
新
た
な
国
際
情
勢
と
我
が
国
の
通
商
政

策
」（
外
務
省
経
済
局　

経
済
連
携
課
課

長
補
佐　

安
藤 

慧 

氏
）

②�「
地
域
振
興
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
」（
新
潟
大
学
農
学

部　

教
授　

木
南 

莉
莉 

氏
）

③�「
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
企
業
経
営　

経
営
戦
略
に
Ｅ

Ｐ
Ａ
を
活
か
す
」（
㈱
ア
ー
ル
Ｆ
Ｔ
Ａ
研

究
所　

代
表
取
締
役　

麻
野 

良 

氏
）

④�「
わ
が
社
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
活
用
事
例
」（
サ
ミ
ッ

ト
工
業
㈱　

峯
島 

健
一 

氏
）

日
沿
道
の
早
期
全
線
開
通
を
！

～
第
19
回 

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

建
設
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

　

９
月
１
日
、（
一
社
）東
北
経
済
連
合
会
と

沿
線
４
県（
新
潟
・
青
森
・
秋
田
・
山
形
）の
商

工
会
議
所
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の

主
催
で
「
第
19
回
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
建
設
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

当
所
か
ら
福
田
会
頭
が
参
加
し
た
ほ
か
、
行

政
や
経
済
団
体
の
関
係
者
、
一
般
市
民
な
ど

約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
秋
田
市
が
会
場
で
、
沿
線
４
県
の

代
表
者
に
よ
る
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

（
以
下
、
日
沿
道
）
の
早
期
完
成
を
求
め
る

意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ク
ル
ー
ズ
ラ

イ
タ
ー
／
ク
ル
ー
ズ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
上

田
寿
美
子
氏
が
「
海
の
大
通
り
を
走
る
！
ク

ル
ー
ズ
へ
の
招
待
状
」
と
題
し
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、「
日

沿
道
の
一
日
も
早
い
全
線
開
通
に
向
け
た
整

備
促
進
を
図
る
こ
と
と
、
完
成
目
標
の
明
示

を
切
に
願
う
」
と
す
る
大
会
決
議
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

新
潟
市
の
観
光
に
つ
い
て
意
見
交
換

～
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
阿
部
正
喜
委
員
長
）

は
、
８
月
21
日
に
本
年
度
第
２
回
目
の
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
15
名
。

　

当
日
は
、
新
潟
市
の
佐
久
間
観
光
・
国
際

交
流
部
長
か
ら
、
今
後
の
新
潟
市
の
観
光
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

新
潟
市
で
は
、
来
る
べ
き
２
０
２
０
年
の

東
京
五
輪
や
そ
の
後
に
向
け
て
、
滞
在
拠
点

と
し
て
の
新
潟
の
優
位
性
を
活
か
し
“
新
潟

で
宿
泊
・
観
光
を
し
て
、
東
京
に
観
戦
し
に

行
く
”
と
い
っ
た
滞
在
プ
ラ
ン
『
新
潟
プ
ラ

ス
・
ト
ー
キ
ョ
ー
』
の
構
築
を
進
め
る
と
の

説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
広
域
観
光
の
整

備
や
、
他
都
市
と
の
連
携
の
必
要
性
な
ど
が

意
見
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

生
命
共
済
制
度
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
共
済
）

配
当
金
の
お
知
ら
せ

　

生
命
共
済
制
度
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所

会
員
企
業
の
福
利
厚
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制

国際情勢と通商政策について講演する安藤氏

学会・イベント・式典の開催の際は、
私たちの技術をお役立てください。

◆就業規則・諸規則の作成・改正
◆社会保険・労働保険等の手続
◆コンプライアンス・個人情報保護・マイナンバー対応
◆労災保険特別加入（事業主・役員・一人親方）

〒950-0982 新潟市中央区堀之内南2-19-14 和合ビル2F（駐車場多数完備）

労働保険事務組合　企業経営支援研究会
一人親方団体　新潟建設建築技能者組合

西山経営労務事務所
社会保険労務士法人

ご相談ください！

TEL025-256-8373  FAX025-256-8374 西山経営労務 検 索

ご存じですか？
会社の株を後継者に一括で渡しても
　　社長を辞めなくても良い
　　贈与税がかからない
　　後戻りができる
  新しい　方法を。詳しくは、
　新潟市東区中島 2-1-31
　電話　025-384-0306

新潟県司法書士会所属
川嵜　一夫

自社株信託 .com 検索
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会議所の き動

度
で
す
。
主
な
特
色
は
、
月
額
一
口
７
５
０

円
の
掛
金
で
、
業
務
上
外
を
問
わ
ず
24
時
間

保
障
し
、
６
大
生
活
習
慣
病
入
院
・
ガ
ン
入

院
・
ガ
ン
先
進
医
療
に
対
す
る
一
時
金
給
付

が
あ
る
ほ
か
、
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
ど
健

康
増
進
に
役
立
つ
付
帯
サ
ー
ビ
ス
や
当
所
独

自
の
見
舞
金
制
度
も
あ
る
な
ど
、
充
実
し
た

給
付
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
28
年
度（
平
成
28
年
７
月

１
日
～
平
成
29
年
６
月
30
日
）の
収
支
決
算

に
よ
り
、
剰
余
金
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、
利

益
配
当
金
と
し
て
総
額
５
９
０
万
６
３
６
９

円
を
加
入
事
業
所
へ
還
元
い
た
し
ま
す
。
配

当
還
付
率
は
保
険
料
の
約
24
・
６
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

ご
加
入
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
会
員
事
業

所
様
も
随
時
ご
加
入
の
お
申
込
み
を
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〈
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
〉

 

・
新
潟
商
工
会
議
所 

会
員
サ
ー
ビ
ス
課

℡ 

２
９
０
―

４
４
１
１

 

・
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱　

新
潟
営
業
所

℡ 

２
４
３
―

０
０
４
８

救
助
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る

女
性
会　

救
命
講
習
会
を
開
催

　

女
性
会
（
田
中
久
美
子
会
長
）
は
、
８
月

23
日
に
、
研
修
事
業
の
一
環
と
し
て
救
命
講

習
会
を
開
催
し
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
と
い
っ
た
救
命
処
置
に
つ
い
て
学

び
、
人
形
を
用
い
て
の
実
技
練
習
も
行
い
ま

し
た
。（
参
加
者
19
名
）

　

中
央
消
防
署
の
担
当
者
か
ら
は
、「
救
急

車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置
を
行
う
こ

と
で
、命
が
助
か
る
確
率
は
大
き
く
上
が
る
。

心
肺
停
止
状
態
に
あ
る
人
に
は
た
め
ら
わ
ず

に
処
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

実
践
的
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
実
際
の
場
面
を
想
定
し
な
が

ら
実
技
練
習
を
行
い
、「
い
ざ
と
い
う
時
に

大
切
な
命
を
守
れ
る
よ
う
冷
静
に
対
処
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

独
立
開
業
に
向
か
っ
て
！

に
い
が
た
創
業
塾
が
ス
タ
ー
ト

　

創
業
予
定
者
や
創
業
間
も
な
い
方
を
対
象

に
、
９
月
２
日
か
ら
「
に
い
が
た
創
業
塾
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
５
回
に
わ
た
る
本

講
座
の
ほ
か
、
10
月
以
降
に
は
「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座
」
を
２
回
開
催
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
開
業
し
て
も
販
路
開
拓
等
が
上
手

く
進
ま
ず
、
販
売
不
振
と
そ
れ
に
伴
う
資
金

繰
り
の
経
営
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
講

座
で
は
、開
業
資
金
の
準
備
だ
け
で
は
な
く
、

「
売
れ
る
仕
組
み
」
を
作
る
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
販
売
促
進
を
進
め
て
い
く
こ
と
な

ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
に
つ
い
て

深
く
理
解
し
て
も
ら
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
講
者
は
、
創
業
に
必
要
な
手
続
き
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
資
金
繰
り
な
ど
を
学
び

な
が
ら
、
事
業
計
画
を
立
て
、
開
業
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
で
は
開
業
後
も
訪
問
等
を
通

じ
た
経
営
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安

定
し
た
事
業
運
営
の
た
め
に
も
当
所
を
積
極

的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

緊急時に備えて真剣に救命処置を学ぶ

開業に向けての第一歩を踏み出す受講者


